
松江工業高等専門学校  
情報工学科 

橋本 剛 



 島根の県庁所
在地 

 人口約２０万 
 Rubyの町
（Ruby作者在

住で県が売り
出し中） 



 
 生徒数約１０００人 
 ５学科 
◦ 情報工学科、電気工学科 
◦ 機械工学科、電子制御工学科、環境建設工学科 

 ５学年＋専攻科２年 
 教育目標  

  『学んで創れるエンジニア』の育成 
 



 ２０１０年より松江高専情報工学科へ 
◦ 前任校は北陸先端科学技術大学院大学 

 主にプログラミング（C言語）を教えています 
 専門は人工知能、コンピュータ将棋、ゲーム情報学 
 プログラム歴３０年 （最初はPC6001、ベーマガを愛
読） 

 現任校へ来てから高専プロコン競技部門、ロボカップ
なども手掛けています 



 昨年度初参加 （５名程度） 
◦ 1名本選へ 

 今年度 
◦ 情報工学科２年生全員参加（約４０名） 
◦ 情報工学科１年生４名参加（全員 情報科学研究部） 
◦ ⇛ ２年生１名、１年生１名が本選へ 

 



 １年後期（１０月）からC言語を教える 
◦ Visual C++2010 
◦ なるべくゲームを題材にする 

 ２年でC言語を一通り 
◦ DXライブラリを使ったゲーム作りもします 

 ３年でアルゴリズムなど、４年JAVA、５年Ruby 
 



 ファイル入出力をしっかり練習させる 
◦ 昨年度１～３番の解答例を説明し、過去問１～３番宿題 

 
 再帰をきっちりと教える 
◦ 後期中間試験で出題 

 
 最短経路探索をいい加減に教える 

 縦型探索と横型探索 
 STLでqueueを使った実装を紹介 

 

ほとんどの学生は 
チンプンカンプン 

まずまず理解は出来た 

0点が一人もいませんでした！！ 



 



 過去問の解答例が欲しい 
◦ 自分で解くのは楽しいですが… 

 もう少し普通の子が考えられる問題が欲しい 
◦ １番はみんなやれました 
◦ ２番でかなり苦しみ 
◦ ３番は考えるも解けずお手上げ 
◦ 4番以降は考える気なし 
＊４番、５番も、探索や再帰的手法が使えない学生も部分点が
取れるようだとうれしい 

 オンラインヘルプを認めていただきありがとうございま
した 
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